
彙

報

第
五
二
回
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ

岩

田

啓

介

第
五
二
回
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ

(

日
本
ア
ル
タ
イ
学
会)

は
、
二

〇
一
五
年
七
月
一
七
日

(

金)
〜
二
〇
日

(

月)

の
三
泊
四
日
の
日

程
で
、
例
年
通
り
長
野
県
野
尻
湖
畔
の
藤
屋
旅
館
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
、
一
部
の
日
程
の
み
の
参
加
を
含
め
て
、
合
計
三
一
名
で

あ
っ
た
。
以
下
で
は
ま
ず
、
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
略
を
紹
介
す

る
。
論
考
等
の
副
題
は
原
則
と
し
て
省
略
し
、｢
昨
年｣

は
二
〇
一

四
年
を
、｢

今
年｣

は
二
〇
一
五
年
を
指
す
。

阿
部
由
美
子

(

東
洋
文
庫
・
学
振
Ｐ
Ｄ)

は
、
昨
年
七
月
に
晩
清

史
研
究
国
際
学
術
討
論
会
で

｢

晩
清
北
京
的
学
堂
創�
和
白
話
報｣

と
題
し
て
口
頭
報
告
し
た
。
池
田
修
太
郎

(

立
命
館
大
Ｄ)

は
、
清

朝
康
煕
年
間
の
対
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
関
係
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
る
。
磯
部
淳
史

(

立
命
館
大
非
常
勤
講
師)

は
、｢

清
朝
皇
帝
と

三
藩｣
(『

立
命
館
東
洋
史
学』

三
七)

、
河
内
良
弘
編
著
・
本
田
道

夫
技
術
協
力

『

満
洲
語
辞
典』

の
新
刊
紹
介

(『

東
洋
史
研
究』

七

四
―
一)

を
執
筆
。
ま
た
、
昨
年
八
月
に
立
命
館
東
洋
史
学
会
大
会

に
て
口
頭
報
告
を
行
っ
た
。
伊
藤
一
馬

(

大
阪
市
大
・
学
振
Ｐ
Ｄ)

は
、
昨
年
八
月
に
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
文
献
研
究
所
に
て

宋
代
カ
ラ
ホ
ト
文
書
を
調
査
し
た
。
ま
た
、
今
年
五
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た����

(

ア
ジ
ア
世
界
史
学
会)

に
て
北
宋
期

の
陝
西
に
関
し
て
口
頭
報
告
を
実
施
。
林
慶
俊(

イ
ム
＝
ギ
ョ
ン
ジ
ュ

ン
・
東
京
大
Ｍ)

は
、
修
士
論
文
の
準
備
中
で
、
今
年
五
月
に
満
族

史
研
究
会
大
会
に
て

｢

朝
鮮
旗
人
考｣

と
題
し
て
報
告
し
た
。
岩
田

啓
介

(

筑
波
大
非
常
勤
講
師)

は
、
昨
年
一
二
月
に
博
士
論
文
を
提

出
。
ま
た
、｢

チ
ベ
ッ
ト
語
に
訳
さ
れ
た
詔
の
頒
布
か
ら
み
る
一
八

世
紀
前
半
の
清
朝
―
チ
ベ
ッ
ト
関
係
の
一
側
面｣

(『

日
本
西
蔵
学
会
々

報』

六
〇)

を
執
筆
。
牛
根
靖
裕

(

立
命
館
大
非
常
勤
講
師)

は
、

昨
年
一
二
月
に
九
州
史
学
会
大
会
に
て

｢

達
魯
花
赤
の
遷
転
・
補
任

規
定
か
ら
み
た
モ
ン
ゴ
ル
王
公
の
人
員
任
用｣

と
題
し
て
口
頭
報
告

を
実
施
。
ま
た
、
毎
日
文
化
セ
ン
タ
ー
に
継
続
的
に
出
講
中
。
小
倉

智
史

(

京
都
大
・
学
振
Ｐ
Ｄ)

は
、
今
年
三
月
に
博
士
論
文
を
提
出

し
、｢

中
世
後
期
・
近
世
カ
シ
ミ
ー
ル
に
お
け
る
支
配
の
正
当
性
と

宗
教
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ｣

(

今
松
泰
・
澤
井
一
彰

(

編)
『

前
近
代

南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
諸
相』)

、｢

一
五
〜
一
六
世
紀

ス
リ
ナ
ガ
ル
の
ハ
ー
ン
カ
ー
ヒ
・
ム
ア
ッ
ラ
ー｣

(『

駿
台
史
学』

一

五
四)

を
執
筆
。
さ
ら
に
、
国
内
外
で
五
本
の
口
頭
報
告
を
実
施
。

小
沼
孝
博(

東
北
学
院
大)

は
、���������������������������

��������������
(��������������������������������12)

、
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｢｢
異
人｣

イ
メ
ー
ジ
の
政
治
性｣

(『

東
洋
文
化
研
究』

一
七)

を
執

筆
し
、
河
原
弥
生
・
塩
谷
哲
史
と
と
も
に������������������

��������������������������
1759�1760

(�����������
���������������

9)

を
発
表
。
ま
た
、
国
内
外
で
九
本
の
口
頭
報

告
や
講
演
を
実
施
し
た
。
杉
山
清
彦

(

東
京
大)

は
、『

大
清
帝
国

の
形
成
と
八
旗
制』

(
名
古
屋
大
学
出
版
会)

を
上
梓
。
ま
た
、｢

二

つ
の
新
興
軍
事
政
権｣

(
清
水
光
明

(

編)
『｢

近
世
化｣

論
と
日
本』

勉
誠
出
版)

と
、
書
評
二
本
を
執
筆
。
関
根
知
良

(

筑
波
大
Ｄ)

は
、

昨
年
九
月
に
社
会
文
化
史
学
会
大
会
に
て

｢

清
朝
の
対
ガ
ル
ダ
ン
戦

争
に
お
け
る
チ
ャ
ハ
ル
兵
の
軍
事
動
員｣

と
題
し
て
口
頭
報
告
し
た
。

田
畑
成
基

(

明
治
大
学
部
生)

は
初
参
加
。
乾
隆
初
期
の
清
朝
と
西

北
と
の
関
係
に
つ
い
て
卒
論
を
準
備
中
。
田
広
林

(

遼
寧
師
範
大)

は
夫
人

(

張
恵
蘭：

遼
寧
師
範
大)

と
と
も
に
初
参
加
。
遼
西
地
方

の
考
古
と
歴
史
文
化
に
関
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
中
井
勇
人

(

大
阪
大
Ｍ)

は
、
海
域
ア
ジ
ア
史
研
究
会
と
近
世
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
て
、
一
五
世
紀
の
女
真
人
と
朝
鮮
と
の
関
係
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

口
頭
報
告
し
た
。
中
村
和
之

(

函
館
工
業
高
専)

は
、｢｢

北
か
ら
の

蒙
古
襲
来｣

に
つ
い
て｣

(『

歴
史
と
地
理』

六
七
七)

、｢

中
世
・
近

世
ア
イ
ヌ
論｣
(『

岩
波
講
座

日
本
歴
史』

二
〇)

等
、
五
本
の
論

考
を
執
筆
。
今
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
前
掲����
に
て
口
頭
報

告
を
実
施
。
萩
原
守

(

神
戸
大)

は
、
昨
年
九
月
に
神
戸
大
代
表
団

と
と
も
に
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
を
公
式
訪
問
し
、
同
大
と
学
術
交
流
協

定
を
締
結
。
そ
こ
で
開
催
さ
れ
た
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
基
調
講

演
す
る
と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
書
を
編
集
・
執
筆
。
ま

た
、
額
定
其
労
と
共
著
で

｢

モ
ン
ゴ
ル
法
制
史
研
究
動
向｣

(『

法
制

史
研
究』

六
四)

を
発
表
。
白
玉
冬

(

大
阪
大
・
学
振
外
国
人
研
究

員)

は
、
昨
年
の
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ
で
の
九
姓
タ
タ
ル
に
関
す
る

報
告
に
つ
い
て
論
考
を
準
備
中
。
ハ
ス
ゴ
ワ

(

神
戸
大
Ｍ)

は
初
参

加
。
広
く
モ
ン
ゴ
ル
社
会
に
関
心
を
持
つ
。
舩
田
善
之

(

九
州
大)

は
、
昨
年
十
月
に
井
黒
忍
と
と
も
に
陝
西
省
に
て
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

し
、
今
年
六
月
に
鷹
島
海
底
遺
跡
の
調
査
に
参
加
し
た
。
ま
た
、

｢

モ
ン
ゴ
ル

(������)
帝
国

(

大
元)

の
華
北
投
下
領
研
究｣

(『

中
国
史
学』

二
四)

を
執
筆
し
、
今
年
五
月
に
四
川
省
で
開
催
さ

れ
た
宋
元
四
川
戦
争
中
的
神
臂
城
高
峰
学
術
交
流
会
等
、
国
内
外
で

六
本
の
口
頭
報
告
・
講
演
を
実
施
。
堀
川
徹

(

京
都
外
大)

は
、
宇

山
智
彦
・
藤
本
透
子

(

編)
『

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
知
る
た
め
の
六
〇

章』
(

明
石
書
店)

を
分
担
執
筆
。
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
大

阪
教
室
と������
文
化
セ
ン
タ
ー
草
津
教
室
に
て
連
続
講
座
を

担
当
し
た
。
ま
た
、
今
年
十
月
の
内
陸
ア
ジ
ア
史
学
会
大
会
の
会
場

を
担
当
。
前
野

(

木
戸)

利
衣

(

東
京
大
・
学
振
Ｄ
Ｃ)

は
、
昨
年

十
月
に
内
陸
ア
ジ
ア
史
学
会
大
会
に
て

｢

一
七
世
紀
後
半
ハ
ル
ハ

｢
ザ
サ
ク
ト�
ハ
ー
ン
部｣

の
権
力
構
造｣

と
題
し
て
口
頭
報
告
。

ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
文
献
講
読
会

｢『

ダ
ラ
イ
ラ
マ
一
四
世
の
探
索
、

認
定
、
即
位
に
関
す
る
報
告
書』

訳
注

(

上)｣
(『

史
滴』

三
六)

東

洋

学

報

第
九
十
七
巻

64

三
一
八



を
分
担
執
筆
。
松
田
孝
一

(

大
阪
国
際
大
名
誉
教
授)

は
、
モ
ン
ゴ

ル
で
の
碑
文
・
遺
蹟
の
調
査
等
に
関
し
て
、
国
内
外
で
合
計
六
本
の

講
演
・
口
頭
報
告
を
実
施
。
ま
た
、
昨
年
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
今

年
二
月
に
両
国
で
記
者
発
表
。
さ
ら
に
、
タ
イ
ハ
ル
大
岩
の
史
格
の

墨
書
に
関
す
る
論
考
の
モ
ン
ゴ
ル
語
訳
が������������������

に
掲
載
さ
れ
た
。
村
上
智
見

(

帝
塚
山
大
・
学
振
Ｐ
Ｄ)

は
初
参
加
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
織
物
に
関
し
て
研
究
を
進
め
る
。
今
年
度
、
日
本

モ
ン
ゴ
ル
学
会
や
西
ア
ジ
ア
考
古
学
会
等
に
て
、
オ
ラ
ー
ン
・
ヘ
レ

ム
壁
画
墓
の
出
土
品
等
に
関
し
て
七
本
の
研
究
報
告
や
講
演
を
実
施
。

森
川
哲
雄

(

九
州
大
名
誉
教
授)
は
六
年
ぶ
り
の
参
加
。
こ
の
間
、

国
内
外
で
五
本
の
口
頭
報
告
を
実
施
。
ま
た
、
梅
村
坦
・
江
上
綏

(

編)
『

図
録

文
字
か
ら
見
る
歴
史
と
文
化』

(
山
川
出
版
社)

を
分

担
執
筆
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
諸
論
考
に
加
筆
・
修
正

し
、
中
国
語
訳
し
た

『

蒙
古
諸
部
族
与
蒙
古
文
文
献
研
究』

(

白
玉

双
訳
・
内
蒙
古
人
民
出
版
社)

が
出
版
さ
れ
た
。
森
部
豊

(
関
西
大)

は
、『

ソ
グ
ド
人
と
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
文
化
交
渉』

(

勉
誠
出
版)

を

出
版
。
ま
た
、｢

イ
ラ
ン
に
お
け
る
フ
レ
グ�
ウ
ル
ス
遺
跡
調
査
報

告｣
(『

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要』

四
八)

、�������
��������������������������������������������������
���������������������������(��������������������
�������������������������

72)

を
発
表
。
八
木

啓
俊

(

大
阪
大
学
部
生)

は
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
政
治
史
に
関
し
て
卒

論
を
準
備
中
。
山
本
明
志

(

大
阪
国
際
大)

は
、
敦
煌
や
河
南
省
で

の
現
地
調
査
に
参
加
。
さ
ら
に
、｢

河
南
省�
陽
の
金
元
時
代
の
石

刻
史
料｣

(『

歴
史
評
論』

七
八
三)

、
昨
年
の
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ

の
彙
報

(『

東
洋
学
報』

九
六
―
三)

を
執
筆
し
、
九
州
史
学
会
大

会
等
で
四
本
の
口
頭
報
告
を
実
施
。
李
雲

(

神
戸
大
Ｍ)

は
、
出
身

地
の
ホ
ル
チ
ン
左
翼
中
旗
に
お
け
る
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
の
土
地

開
墾
に
関
心
を
持
つ
。
李
玉
君

(

遼
寧
師
範
大)

は
初
参
加
。
遼
金

法
制
史
を
研
究
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

『

史
学
理
論
研
究』

『

史
学

月
刊』

等
に
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
劉
貴
福

(

遼
寧
師
範
大)

は

初
参
加
。
清
末
民
初
の
思
想
文
化
を
研
究
し
て
お
り
、
昨
年
は
、
楊

天
石

(

主
編)

『

銭
玄
同
日
記』

(

北
京
大
学
出
版
社)

の
出
版
に
協

力
し
た
。

続
い
て
、
報
告
の
概
要
を
記
す
。
初
日

(

一
七
日)

は
、
口
頭
報

告
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
組
ま
れ
て
お
ら
ず
、
夕
食
後
に
野
尻
湖
ク
リ

ル
タ
イ
の
歴
史
や
最
新
の
研
究
動
向
を
語
る
懇
親
会
の
場
が
設
け
ら

れ
た
。

二
日
目

(

一
八
日)

は
、
計
五
本
の
報
告
。
午
前
最
初
の
小
沼
孝

博｢

一
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
ト
ル
フ
ァ
ン
社
会
の
分
断
―
エ
ミ
ン
・

ホ
ー
ジ
ャ
台
頭
の
背
景｣

は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
郡
王
家
の
祖
エ
ミ
ン
・

ホ
ー
ジ
ャ
に
着
目
し
、
ト
ル
フ
ァ
ン
の
政
治
的
社
会
的
変
動
を
考
察
。

ま
ず
、
エ
ミ
ン
・
ホ
ー
ジ
ャ
が
一
七
三
三
年
の
瓜
州
へ
の
移
住
後
に

ジ
ャ
サ
ク
と
さ
れ
、
一
七
五
六
年
に
清
の
規
範
を
理
解
し
た
者
と
し
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て
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
東
部
の
ル
ク
チ
ュ
ン
城
の
管
轄
を
委
ね
ら
れ
た

と
指
摘
。
他
方
、
西
部
の
ト
ル
フ
ァ
ン
城
を
管
轄
し
た
土
着
の
有
力

者
マ
ン
リ
ク
が
、
オ
イ
ラ
ト
と
の
間
の
旧
来
の
統
属
関
係
を
無
視
で

き
ず
、
一
七
五
六
年
に
オ
イ
ラ
ト
に
同
調
し
て
エ
ミ
ン
・
ホ
ー
ジ
ャ

を
襲
撃
し
た
と
分
析
。
そ
し
て
、
エ
ミ
ン
・
ホ
ー
ジ
ャ
の
台
頭
を
、

遊
牧
民
と
の
関
係
に
よ
り
存
立
を
は
か
っ
て
き
た
ト
ル
フ
ァ
ン
に
お

け
る
、
遊
牧
民
と
定
住
民
の
政
治
的
な
相
互
依
存
の
紐
帯
の
後
退
と

し
て
ま
と
め
た
。

続
い
て
、
関
根
知
良

｢

ア
オ
ハ
ン
＝
モ
ン
ゴ
ル
よ
り
み
る
ホ
ン
タ

イ
ジ
期
の
モ
ン
ゴ
ル
統
治｣

は
、
ア
オ
ハ
ン
＝
モ
ン
ゴ
ル
の
動
向
に

着
目
し
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
期
の
モ
ン
ゴ
ル
統
治
を
分
析
し
た
。
ホ
ン
タ

イ
ジ
の
兄
マ
ン
グ
ル
タ
イ
家
が
ア
オ
ハ
ン
の
当
主
ソ
ノ
ム
＝
ド
ゥ
レ

ン
と
婚
姻
を
結
ぶ
一
方
で
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
ア
オ
ハ
ン
の
セ
チ
ェ
ン
＝

ジ
ョ
リ
ク
ト
の
家
系
と
婚
姻
を
結
ん
だ
こ
と
を
指
摘
。
ま
た
、
軍
事

動
員
や
儀
礼
の
実
態
を
分
析
し
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
自
己
の
権
力
確
立
・

伸
展
の
た
め
に
、
モ
ン
ゴ
ル
内
の
既
存
の
秩
序
で
は
最
有
力
で
は
な

い
者
を
敢
え
て
取
り
立
て
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
か
か
る
巧
み
な

改
変
が
ホ
ン
タ
イ
ジ
期
の
モ
ン
ゴ
ル
統
治
の
本
質
だ
っ
た
と
結
論
付

け
た
。

午
後
最
初
の
、
田
広
林

｢

遼
代
内
陸
欧
亜
草
原
東
西
文
化
互
動
的

考
古
学
観
察｣

は
、
遼
墓
で
発
見
さ
れ
た
壁
画
や
金
銀
製
品
等
に
基

づ
き
、
遼
代
の
東
西
間
交
流
を
検
討
。
ま
ず
、
契
丹
式�
髪
の
特
徴

を
提
示
し
、�
髪
が
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
由
来
し
、
そ
れ
が
古
代
の
地

中
海
一
帯
に
広
く
流
行
し
た
と
指
摘
。
そ
し
て
、
漢
魏
時
代
に�
髪

が
中
国
北
方
に
伝
わ
り
、
そ
の
東
方
へ
の
伝
播
に
お
い
て
ソ
グ
ド
人

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
論
じ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
東
方

へ
の
文
化
の
伝
播
が
、
金
属
葬
具
や�
冠
壺
・
瓔
珞
か
ら
も
跡
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

続
い
て
、
李
玉
君

｢

金
朝

｢

郎
君｣

称
呼
考
証｣

は
、
金
朝
で
用

い
ら
れ
た

｢

郎
君｣

の
語
が
指
し
示
す
範
囲
を
検
討
。
ま
ず
、
中
国

史
上
で
の

｢

郎
君｣

の
用
例
や
そ
の
意
味
を
確
認
し
た
。
続
い
て
、

先
行
研
究
で
は
、『

三
朝
北
盟
会
編』

の
影
響
か
ら
、
金
朝
に
お
け

る

｢

郎
君｣

が
宗
室
の
み
を
指
す
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
。
そ

の
う
え
で
、
金
朝
に
お
け
る
実
際
の
使
用
例
を
再
検
討
し
、｢

郎
君｣

が
非
宗
室
中
の
貴
族
に
対
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
示
。

さ
ら
に
、｢

郎
君｣

が
尚
書
省
や
親
王
府
に
お
い
て
護
衛
や
紙
筆
の

管
理
を
委
ね
ら
れ
た
官
員
を
も
指
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

夕
食
後
、
杉
山
清
彦

｢

二
〇
一
三
年
一
〇
月
コ
ー
カ
サ
ス

(

グ
ル

ジ
ア
・
ア
ル
メ
ニ
ア)

調
査
報
告｣

は
、
平
成
二
四
〜
二
六
年
度
科

研
費

｢

ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
帝
国
に
お
け
る
君
主
と
軍
事
集
団
の
展
開
―

境
界
を
越
え
る

｢

武
人｣

と
そ
の
紐
帯｣

(

研
究
代
表
者：

清
水
和

裕)
に
て
実
施
し
た
、
グ
ル
ジ
ア
・
ア
ル
メ
ニ
ア
調
査
に
つ
い
て
写

真
を
交
え
て
紹
介
。
ま
ず
、
時
代
・
地
域
・
宗
教
の
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
王
権
を
支
え
る
軍
事
集
団
に
着
目
し
て
、
君
主
と
武
人
、
武
人
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同
士
の
関
係
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
い
う
、
同
科
研
の
趣
旨
を
説

明
。
続
い
て
、
調
査
に
て
撮
影
し
た
写
真
か
ら
、
現
地
の
地
理
や
地

域
的
特
徴
を
示
す
と
と
も
に
、
文
書
館
に
て
発
見
し
た
諸
言
語
史
料

(

満
文
・
ア
ル
メ
ニ
ア
文
・
ア
ラ
ビ
ア
文)

の
一
部
を
紹
介
。
さ
ら

に
、
今
後
の
研
究
の
展
望
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

三
日
目

(

一
九
日)
も
、
計
五
本
の
報
告
。
午
前
最
初
の
村
上
智

見

｢

モ
ン
ゴ
ル
国
の
突
厥
墳
墓
出
土
織
物
か
ら
見
た
七
世
紀
の
国
際

交
流｣

は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の
突
厥
墳
墓
出
土
織
物
か
ら
当
時
の
国
際

交
流
を
分
析
。
ま
ず
、
研
究
対
象
の
オ
ラ
ー
ン
・
ヘ
レ
ム
墓
と
ザ
ー

マ
ル
乙
突
墓
の
概
要
を
確
認
。
続
い
て
、
両
墳
墓
の
出
土
織
物
に
関

す
る
科
学
調
査
の
結
果
を
提
示
。
そ
こ
で
、
オ
ラ
ー
ン
・
ヘ
レ
ム
墓

の
出
土
織
物
に
は
、
中
国
製
、
西
方
製
、
さ
ら
に
そ
の
両
方
の
特
徴

を
備
え
た
も
の
が
確
認
で
き
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
当
時

の
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
お
け
る
盛
ん
な
東
西
交
流
を
裏
付
け
る
も
の
で

あ
る
と
し
、
絹
織
物
の
調
査
に
よ
っ
て
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
交
流
の
実
態

解
明
に
資
す
る
と
い
う
研
究
の
展
望
を
示
し
た
。

続
い
て
、
池
田
修
太
郎

｢

清
朝
の
打
箭
爐
支
配
成
立
過
程
に
つ
い

て｣

は
、
康
煕
三
八
年
に
東
チ
ベ
ッ
ト
の
打
箭
爐
で
土
司
が
チ
ベ
ッ

ト
の
営
官
に
殺
害
さ
れ
た
事
件
の
再
検
討
を
通
じ
、
清
朝
の
打
箭
爐

支
配
成
立
過
程
を
論
じ
た
。
ま
ず
、
清
朝
支
配
以
前
の
打
箭
爐
は
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
政
権
が
主
導
権
を
握
り
、
チ
ベ
ッ
ト
の
支
配
下
に
あ
っ

た
と
指
摘
。
そ
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
営
官
の
行
動
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
政

権
の
権
力
基
盤
強
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
営
官
が
四
川
巡

撫
于
養
志
と
の
関
係
を
恃
み
に
行
動
を
起
こ
し
た
と
し
た
。
そ
の
う

え
で
、
清
朝
の
打
箭
爐
制
圧
が
、
打
箭
爐
周
辺
勢
力
の
再
編
を
も
た

ら
し
、｢

草
原
の
道｣

を
経
由
す
る
四
川
―
ラ
サ
ル
ー
ト
を
開
拓
す

る
契
機
と
な
っ
た
と
ま
と
め
た
。

午
後
最
初
の
報
告
、
中
井
勇
人

｢

一
五
世
紀
前
半
に
お
け
る
建
州

ジ
ュ
シ
ェ
ン
の
対
朝
鮮
関
係
―
李
満
住
に
よ
る
通
交
統
制
に
着
目
し

て｣

は
、
明
朝
中
心
の
安
定
し
た
国
際
秩
序
が
移
り
変
わ
る
一
四
三

〇
年
代
の
建
州
ジ
ュ
シ
ェ
ン
と
朝
鮮
と
の
間
の
通
交
秩
序
を
検
討
。

従
来
ジ
ュ
シ
ェ
ン
側
の
通
交
統
制
の
視
点
か
ら
の
研
究
が
行
わ
れ
て

い
な
い
と
し
、
建
州
衛
と
朝
鮮
王
朝
の
関
係
を
整
理
し
た
。
ま
ず
、

一
四
三
三
年
の
閭
延
の
役
に
よ
っ
て
建
州
衛
が
混
乱
状
態
に
陥
り
、

多
く
の
ジ
ュ
シ
ェ
ン
人
が
朝
鮮
へ
と
通
交
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指

摘
。
そ
こ
で
、
明
の
衛
所
官
の
印
信
を
持
つ
建
州
衛
の
首
長
層
が
、

｢

公
幹｣

の
証
明
の
た
め
に

｢

文�｣
や

｢

文
契｣

を
発
給
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
し
、
建
州
衛
の
ジ
ュ
シ
ェ
ン
首
長
層
に
と
っ
て
、
通

交
統
制
が
自
身
の
権
力
確
保
と
衛
所
の
秩
序
維
持
に
必
要
で
あ
っ
た

と
結
論
付
け
た
。

続
い
て
、
磯
部
淳
史

｢

清
朝
皇
帝
と
の
関
係
よ
り
み
た
三
藩
王
家

の
動
向
―
尚
之
信
と
そ
の
兄
弟
を
中
心
に｣

は
、
三
藩
王
家
の
内
、

尚
之
信
と
そ
の
兄
弟
を
中
心
と
し
て
清
朝
皇
帝
と
の
関
係
を
検
討
。

ま
ず
、
従
来
の
研
究
を
整
理
し
、
尚
之
信
と
尚
之
孝
の
対
立
の
背
景

彙
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や
、
三
藩
の
乱
後
に
お
け
る
清
朝
の
尚
氏
へ
の
対
応
が
課
題
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
。
続
い
て
、
尚
之
信
と
尚
之
孝
の
経
歴
を
示

し
、
両
者
の
対
立
の
背
景
に
は
尚
之
孝
の
経
歴
が
影
響
し
て
い
た
と

推
論
。
加
え
て
、
三
藩
と
の
婚
姻
等
に
対
す
る
清
朝
側
の
対
応
の
差

を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
三
藩
と
清
朝
と
の
関
係
の

｢

近
さ｣

に
由

来
す
る
も
の
と
ま
と
め
た
。
ま
た
、
平
南
藩
解
体
後
に
尚
之
隆
が
内

大
臣
・
領
侍
衛
内
大
臣
へ
と
昇
進
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
、

｢

藩
屏｣

か
ら
清
朝
皇
帝
の
側
近
へ
と
推
移
し
た
事
例
と
し
て
提
示

し
た
。

夕
食
後
、
最
後
の
報
告
、
松
田
孝
一

｢

モ
ン
ゴ
ル
調
査

(

一
九
九

四
〜
二
〇
一
四
年)

の
点
描｣

は
、
一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
年
に
及

ぶ
、
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
る
合
同
ビ
チ
ェ
ー
ス

(

碑
文)

調
査
の

全
体
像
と
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
の
一
部
を
紹
介
す
る
ス
ラ
イ
ド

報
告
。
ま
ず
、
ビ
チ
ェ
ー
ス
調
査
開
始
の
経
緯
と
調
査
の
意
義
を
説

明
。
続
い
て
、
調
査
を
通
じ
て
発
見
し
た
遺
蹟
や
碑
文
・
墨
書
等
の

一
部
に
つ
い
て
、
発
見
に
至
っ
た
経
緯
や
、
碑
文
の
拓
本
採
取
の
作

業
等
を
含
め
て
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
チ
ン
ギ
ス
・

カ
ン
勃
興
期
の
カ
ラ
キ
タ
イ
の
モ
ン
ゴ
ル
高
原
へ
の
影
響
力
な
ど
、

本
調
査
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
と
、
今
後
の
調
査
・
研
究
の
展
望

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

最
終
日

(

二
〇
日)

は
、
朝
食
後
に
解
散
と
な
っ
た
。

今
年
の
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ
は
、
参
加
者
・
報
告
者
の
数
が
例
年

に
比
べ
て
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
各
報
告
に
つ
い
て
参
加
者
同
士
で

じ
っ
く
り
と
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
感
じ
た
。
各
報
告
は
、

研
究
対
象
の
地
域
・
時
代
と
も
に
多
彩
で
、
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ
ら

し
い
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
記
念
撮
影
の
場
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
参
加
者
間
の

活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
今
回
は
北
陸
新
幹
線
延
伸
の
影

響
で
、
一
部
で
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
に
変
更
が
あ
っ
た
が
、
事

務
局
か
ら
詳
細
な
案
内
が
あ
っ
た
。

今
回
で
五
二
回
を
数
え
る
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ
は
、
幅
広
い
世
代
・

分
野
の
研
究
者
が
、
直
接
、
時
間
を
か
け
て
意
見
交
換
し
、
問
題
意

識
を
共
有
で
き
る
貴
重
な
場
で
あ
る
。
研
究
の
細
分
化
が
進
む
中
で
、

今
後
、
研
究
交
流
の
場
と
し
て
よ
り
い
っ
そ
う
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

な
お
、
来
年
の
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ
は
、
例
年
通
り
、
七
月
一
五

日

(

金)

〜
七
月
一
八
日

(

月)

の
三
泊
四
日
の
日
程
で
、
同
じ
く

藤
屋
旅
館
に
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

(

筑
波
大
学
非
常
勤
講
師)
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